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KAMAKIRIが提供する付加価値

「高速マッピング」で複屈折計測は新しい次元へ

「見える化」から「検査の自動化」へ

不良品の流出防止＆迅速な不具合察知を実現

ディスプレイの高精細化と高コントラスト化、そしてユーザによる画質向上に伴い、

フィルム面内での高度な位相差および主軸方位の均一性が追求されています。

さらには、環境配慮の観点から、廃棄するロットの指定や、トリミング領域の指定が重要になっています。

独自の偏光高速度カメラとスキャンシステムを組み合わせたKAMAKIRIを用いることで、

生産ラインから研究ラボまで極短時間で面内の複屈折を高度に検査、記録することが可能となりました。

高速マッピング計測を実現したテクノロジ一

KAMAKIRIを支えるコアテクノロジー は偏光高速度イメ ージセンサです。

画素毎に方位の異なるフオトニック結晶型マイクロ偏光素子アレイを実装

したイメ ージセンサであり、　当社と（株）フォトロンによる共同開発よっ

て完成しました。 これまで偏光計測に不可欠であった偏光板の回転動作を

不要にし、　1度の露光で偏光計測に必要な光強度情報を取得できる特徴

をもっています。　さらに独自の並列読み出し回路と偏光素子を直結さ

せることで、　繰り返しサンプリング速度を従来比1000倍以上向上さ

せた全く新しいイメ ージセンサです。

偏光高速度イメ ージセンサ 構造図





















場所：〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川3-13-6　IMAGICA Lab.品川プロダクションセンター 



光学製品紹介

フィルムやガラス、 樹脂成型品の評価向けにKAMAKIRIシリ ーズ以外にも

生産・品質管理や生産技術向けの赤外線カメラを使った評価システムをご提案しております。

（こちらの製品は日本国内のみ販売しております）

フィルム表面温度計測システム

一般的なサーモグラフィではフィルムを透過し、

背景の温度を計測する課題を高感度な赤外線カメラと独自の光学系を構築し、

フィルムの表面温度を計測することができます。
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加熱されたロ ールから伝わる「フィルム表面の温度ムラを可視化」

胃一

渭-ミ遷！ EJ 、ニ

［用途例］

・チラー ロ ール上のフィルム温度分布評価

・延伸中のフィルム温度ムラ評価

・ダイ出口の溶融樹脂の温度ムラ評価

・引張り試験時のひすみと発熱量の比較評価

TACフィルム PCフィルム PETフィルム

塗膜や水分ムラ可視化システム

肉眼では見えない塗膜や水分のムラを赤外吸収を利用し可視化・定量化するシステムです。

積層物の場合であっても、 材質の組み合わせによっては注目する暦のムラを可視化することも可能です。

©皿D-=O

水分の可視化 塗膜の可視化

［用途例］

・透明基材上の塗膜ムラ

•金属表面の微量水分の可視化

・有機溶媒や水分の乾燥工程管理

．接着材の塗布状況管理
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